
死亡災害 休業４日以上の死傷災害

労働災害発生状況の集計について

定義
労働者死傷病報告等を契機として、所轄労働基準監

督署が調査により死亡労働災害を把握した際に作成す
る「死亡災害報告」により集計したもの。

定義
事業者から所管の労働基準監督署へ提出された

「労働者死傷病報告（様式第23号）」（※）により把握し
た休業４日以上の死傷者数を集計したもの。

集計期間
速報値：対象年の１月１日から、発表前月末までに発

生した死亡災害（翌年１～３月速報は前年12月31日
まで）のうち、各表の右上に記載の日付までに報告
があったものを集計したもの。

確定値：対象年の１月１日から12月31日までに発生し
た死亡災害のうち、翌年４月の集計日までに集計さ
れたもの。

参考
※労働安全衛生規則(昭和47年労働省令第32号)第97条第１項（抄）

事業者は、労働者が労働災害その他就業中又は事業場内若しくはその附属建設物内における負傷、窒息又は急性中毒により
死亡し、又は休業したときは、遅滞なく、様式第23号による報告書を所轄労働基準監督署長に提出しなければならない。
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集計期間
速報値：対象年の１月１日から、発表前月末までに発

生した休業４日以上の死傷災害（翌年１～３月速報
は前年12月31日まで）のうち、各表の右上に記載の
日付までに報告があったものを集計したもの。

確定値：対象年の１月１日から12月31日までに発生し
た休業４日以上の死傷災害のうち、翌年４月の集計
日までに集計されたもの。
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